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 For the past decade, acute social withdrawal (hikikomori) has been a serious social and educational problem 





to hikikomori. Thus, the purpose of this study is to examine the relationships between hikikomori affinity, the 
problematic use of the Internet and cell phones, and cyberbullying experiences among youth. The participants 
were made up of 581 students (248 high school and 333 college students). The report from the government 
showed that the hikikomori youth spent more time on the Internet and posted more content there overall. 
However, the present study which examined hikikomori affinity was inconsistent. In contrast, cyberbullying 































































害者は，抑うつ症状 （Perren, Dooley, Shaw, & Cross, 
2010），社会的不安 （Dempsey, Sulkowski, Nichols, 




& Fearon, 2011） のレベルが高いことが報告されて
いる。 また被害者の自尊心および自己効力感につ
いても著しく低下することが明らかになっている






























　248名の高校生 （M = 16.20才，SD = 1.07，男
性= 44.7%， 女 性= 55.3 ％） と333人 の 大 学 生 
（M = 19.98才，SD = 1.22，男性= 27.1%，女性= 
















































Patchin （2009），および Kowalski & Limber（2007）
によって開発されたネットいじめに関する質問を
採用した。回答選択肢は，「週に一度以上」，「一


















　 1 2 3 4 5 6
1.ひきこもり親和性 ― .14** .01 -.15** .00 -.07
2.ネットいじめ（被害） ― .38**  .38** .13**  .16**
3.ネットいじめ（加害） ―  .20** .18**  .22**
4.インターネット・
携帯電話依存傾向 ― .17**  .31**
5.メールの送受信件数 ―  .44**
6.インターネット・
携帯電話使用時間 ―
** p < .01
表１　各変数の記述統計：平均とSD
高校生 大学生 全体
1.ひきこもり親和性 10.09 （3.83） 9.32 （3.05） 9.67 （3.37）
2.ネットいじめ（被害） 6.65 （2.04） 6.47 （2.08） 6.56 （2.03）
3.ネットいじめ（加害） 6.46 （1.77） 6.30 （1.18） 6.37 （1.44 ）
4.インターネット・
携帯電話依存傾向 26.41 （8.64） 26.18 （7.89） 26.34 （8.08）
5.メールの送受信件数 29.4 （52.24） 13.61 （12.93） 20.09 （35.75）
6.インターネット・
携帯電話使用時間 5.56 （5.57） 2.18 （1.92） 3.57 （4.20）
それぞれの尺度の点数の範囲は，ひきこもり親和性（4 問）で 4-16，ネットいじめ（被害・加害



















如（B = -.15），③日常生活への支障（B = .06），④
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